
 

  ２０２１年３月議会特集（２０２１年２月１８日～３月２６日） 
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 ■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

◆国保税引き下げ◆水口子ども子育て

支援センター施設改修◆旧町時代から懸

案になっている市道の改善◆家庭用消

火器の更新◆ＩＣＴ教育におけるセキュリ

ティや取扱いの指針 

◆感染リスクの高い医療機関、高齢者施

設等のＰＣＲ検査実施について◆いのち

を守り幸せに生きるための性教育につい

て◆特別障害者手当について◆甲賀斎

苑の利用について 

 

問 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
特
に

感
染
リ
ス
ク
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
い

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
等
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
（
社
会
的
検
査
）
を
行
う
べ
き
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

市
独
自
に
検
査
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
県
に
お
い
て
、
国
の
指
針
に

沿
い
一
元
的
・
総
合
的
対
策
が
推
進
さ
れ
る
べ
き
。 

 

問 

施
設
新
規
入
所
者
な
ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費

用
に
対
し
補
助
を
す
る
自
治
体
が
広
が
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
検
査
費
用
に
補
助
を
設
け
る
べ
き
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

市
が
補
助
を
行
え
ば
検
査
数

を
増
や
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
県
に
お
い
て
検

査
体
制
を
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

問 

１０
代
の
「
思
い
が
け
な
い
妊
娠
」
が
増
え

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
命
の
大
切
さ
に
向
き
あ

い
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
助
産
師
等
専
門
家
に
よ

る
包
括
的
な
性
教
育
の
実
施
を
。 

教
育
長 

専
門
家
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
性
教
育
推
進
に
努
め
る
。 

問 

特
別
障
害
者
手
当
は
、
要
介
護
４
・
５
の
人

も
一
部
対
象
と
な
る
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
活
用
に
つ
な
が
る
よ
う
周
知
を
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

要
介
護
者
へ
の
案
内
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
研
修
時
な
ど
周
知
に
努
め
る
。 

 

問 

甲
賀
斎
苑
内
は
、
以
前
か
ら
携
帯
電
話
の
電

波
が
届
き
に
く
く
解
消
が
必
要
。 

 

市
民
環
境
部
長 

通
信
事
業
者
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
周
辺
林
地
の
間
伐
も
含
め
検
討
す
る
。 

 

問 

平
成
２７
年
度
か
ら
国
保
税
率
が
「
据
え
置

き
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
県
が
示

し
た
標
準
保
険
料
は
県
内
年
間
約
１
万
円
減
。
引

き
下
げ
は
可
能
で
は
な
い
か
。 

 

市
長 

コ
ロ
ナ
に
よ
る
税
収
不
足
も
あ
り
検

討
し
た
結
果
、
据
え
置
き
と
し
た
。 

 
問 

市
内
で
も
一
番
利
用
が
多
く
、
４
月
か
ら

病
児
保
育
も
実
施
さ
れ
る
水
口
子
ど
も
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
と
狭
隘
化
で
施
設
改

修
が
早
期
に
必
要
。
新
築
も
含
め
て
検
討
を
。 

 

こ
ど
も
政
策
部
長 

当
面
は
建
具
や
壁
紙
な

ど
の
維
持
補
修
を
。
ま
た
今
後
の
方
向
性
は
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で
検
討
・
協
議
中
。 

 

問 

市
道
水
口
第
四
台
７
号
線
は
平
成
５
年

に
崩
落
し
た
ま
ま
。
安
全
柵
と
復
旧
計
画
を
。
水

口
笹
が
丘
の
歩
道
の
激
し
い
凸
凹
は
早
期
に
改

修
を
。
甲
南
町
深
川
地
先
の
側
溝
の
ど
真
ん
中
に

電
柱
、
側
溝
蓋
も
鉄
板
の
ま
ま
、
改
修
を
。 

 

建
設
部
長 

第
四
台
の
崩
落
現
場
は
早
急
に

安
全
柵
を
講
じ
る
。(

復
旧)

工
法
を
検
討
す
る
。

凸
凹
歩
道
は
年
次
計
画
で
補
修
す
る
。
側
溝
の
電

柱
は
移
設
、
鉄
板
も
含
め
て
側
溝
改
修
す
る
。 

 

問 

家
庭
用
消
火
器
は
、
設
置
義
務
で
は
な
い

が
、
使
用
期
限
が
過
ぎ
た
消
火
器
が
ほ
と
ん
ど
。

一
度
点
検
し
て
更
新
の
啓
発
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
そ
の
際
、
市
か
ら
財
政
支
援
も
検
討
を
。 

 

危
機
管
理
統
括
監 

広
報
等
を
通
じ
て
啓
発

す
る
。
補
助
は
検
討
す
る
。 

 ３月定例議会は、２月１８日から３月２６日まで開かれました。日本共産党は、議案提案権を生

かして焦点となっている国政問題で６件の意見書を提案しました。いずれも賛成少数で否決となり

ました。意見書は市民目線と暮らしを守る立場から、菅政権の問題点を指摘したものです。志誠会・

公明党の議員はことごとく反対しましたが、その理由は理解できません。政府や県に対してモノが

言えない議員では、市民のいのちと暮らしが守れないのではないでしょうか。 

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

山
岡
光
広

小
西
喜
代
次

岡
田
重
美

橋
本
律
子

辻
重
治

土
山
定
信

田
中
新
人

谷
永
兼
二

橋
本
恒
典

林
田
久
充

山
中
善
治

田
中
喜
克

西
村
慧

森
田
久
生

小
河
文
人

戎
脇
浩

山
中
修
平

里
見
淳

白
坂
萬
里
子

田
中
將
之

堀
郁
子

鵜
飼
勲

竹
若
茂
國

糸
目
仁
樹

令和３年度一般会計予算 市長 橋本律子 山岡　光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度国民健康保険特別会計予算 市長 竹若茂國 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度後期高齢者医療特別会計予算 市長 堀　郁子 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度介護保険特別会計予算 市長 谷永　兼二 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度一般会計補正予算 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新疆ウイグル自治区等での実態公開を日本政府並びに国会から中国政府に促すこと
を求める意見書

糸目　仁樹 西村　　慧 小河　文人 否決 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

米軍への「思いやり予算」はきっぱり中止を求める意見書 小西喜代次 山岡　光広 辻　　重治 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

７５歳以上の医療費窓口負担増の中止を求める意見書 小西喜代次 岡田　重美 土山　定信 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

内閣官房機密費の透明性を求める意見書 山岡　光広 小西喜代次 田中　喜克 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

新型コロナウイルス感染抑止のための社会的検査を求める意見書 山岡　光広 岡田　重美 山中修平 否決 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

生活保護制度における扶養照会をやめることを求める意見書 岡田　重美 山岡　光広 白坂萬里子 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

補足給付の支給要件の見直し、高額介護サービス費の上限額引上げの撤回を求める
意見書

岡田　重美 小西喜代次 里見　淳 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ●

少人数学級の推進を求める意見書 竹若　茂國 岡田　重美 堀　郁子 否決 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

討論なし
議
長
の
た
め
裁
決
に
加
わ
ら
ず

公明党 無

提出 可否

共産党 志誠会凜風会

 

仮称「手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例」制定にあたり、パブリックコメントを実施したと

ころ、３６名から１０９項目の意見が寄せられました。その多くが条例制定を歓迎するとともに補強の意見で

した。この条例は、山岡議員が聴覚障がい者らの要望を受け、条例制定を求めていたものです。今後最終案を

煮詰め、６月定例議会に提案される予定です。 


